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 いよいよ３年生にとっては、中学校卒業後の進路を選択する重要な時期となりました。本校にお

いても１２月２日から三者懇談が始まります。三者懇談では、本人やご家庭の意向を踏まえ、客観

的な資料（学業成績や日常の様子など）に基づいて、現状で考えられる最もよい方向について話し

合います。そして最終的には、生徒自身が強い意志を持って決定しなければなりません。そのた

めにも、事前に各ご家庭において十分に話し合っておくことが必要です。１、２年生においても来

年、再来年を見据えて、現状をしっかりと把握し、希望進路の実現に向けて具体的にどう取り組ん

でいくかということを考えていかなければなりません。大切なのは、生徒自身が納得して取り組 

むということです。３年生が最終的な進路選択をしなければならないこの時期、改めて、「将来の

夢とその実現に向けてどう頑張るか！」などについて、様々な視点からお子さんとの話題にしてい

ただき、考えさせていただければ幸いです。 

 先日、「女性の活躍」という観点から、苫小牧海上保安署（第１管区海上保安本部）初の女性署

長に就任した蓮見由絵さんの講演を聴く機会がありました。いわゆる「男社会」の中での出産・育 

児の経験を通して、女性が活躍できるための意識改革や環境整備の必要性を訴 

えていて、大変共感できる内容でした。話を聴いていて、ふと若い頃を思い出 

しました。蓮見さんは２度の出産を経験し４年間の育児休暇を取得しています 

が、こう言っています…「育児が大変な時期に男性が育児に関わらないと、女 

性から男性への愛情が薄れる…」と。はて？、自分はどうだったかな…？ 

 そういえば（ちょっと違うけど）、息子が生まれて９ヶ月くらいの時に妻が 

１週間くらい入院したことがあって、そのとき息子と二人だけの生活で、おし 

めを取り替えたり、ミルクを飲ませてゲップをさせて…なんてこ 

とをしていたのですが、そんなことをしてから一層、 

息子を愛おしく感じるようになったことを思い 

出しました。また、蓮見さんはこうも言って 

います。「夫の朝食をつくりません！」 

家事の分担、今では当たり前ですが、みな 

さんはどうでしょう？ちなみに私は・・・。 

 

 

 

勇払地区を活性化させる新たな取組として、11/27（日）に福祉会館を会場に
「ゆうふつマルシェ」が開催されます。勇払中学校の生徒会メンバーと有志生徒
もボランティアとして参加させていただく予定です。地域の方々と一緒に、勇払
を元気にするお手伝いができるといいなと思っています。感染対策を十分に行っ
て開催するとのことですので、ぜひ会場に足を運んでいただければと思います。 

生徒一人ひとりの個性に応じた「生きる力」の育成をめざして 

○自ら進んで学習に取り組む生徒の育成 ○自他の生命・人格を尊重できる生徒の育成 ○社会の一員として行動できる生徒の育成 

進路選択の時期を迎えて！ 

                                 勇払中学校長 渡部秀樹 

 



 
○毎月第１，第３日曜日は「ノーゲームデー」。“NoAction,NoChange!（行動しなければ，変わらない！）” 

【どさんこアウトメディアプロジェクト】                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 

10/14（金）1年生を対象に、雪印か 

ら講師をお招きして、食育に関する出前 

授業を実施しました。毎日給食で飲んで 

いる牛乳から、お酢の凝固作用を利用し 

て「カッテージチーズ風」作りを実演し 

てくれました。カルシウムは骨や歯をつ

くるだけでなく、生命の維持や活動に重要な役割を

していることを学びました。 

 11/8（火）には、苫高専から講師 

をお招きして「脳」について学び、集 

中力を高めたり、脳を活性化させたり 

する脳トレのレクレーションを行いま 

した。受験生にぴったりの内容でした。 

 

日 曜 日課 相 給食 部活 学　　校　　行　　事

1 木 ６ H 〇 〇 眼科検診（対象者のみ）　学習コンクール（英語 課題）

2 金 ５ 〇 〇 (3年)三者懇談①

3 土 市主張発表大会　とませい杯（バド）

4 日 ノーゲームデイ

5 月 ５ H 〇 〇 (3年)三者懇談②　　学習コンクール（英語）

6 火 ５ H 〇 〇 (3年)三者懇談③

7 水 ６ 〇 × 定時退勤日

8 木 ６ H 〇 〇 ②～④箏ゲストティーチャー

9 金 ６ H 〇 〇 (放)校内推薦委員会②

10 土 　

11 日 　

12 月 ６ H 〇 〇 　

13 火 ５ H 〇 × 全体研修

14 水 ６ C 〇 〇

15 木 ６ H 〇 〇

16 金 ６ H 〇 〇

17 土 　

18 日 道民家庭の日　ノーゲームデイ

19 月 ６ H 〇 〇 専門委員会

20 火 ６ H 〇 〇

21 水 ５ 〇 × 職員会議　定時退勤日

22 木 ６ H 〇 〇 大掃除　中央委員会

23 金 ３ × × 終業式　

24 土

25 日

26 月 学習会①

27 火 学習会②

28 水

29 木 × 年末の休日　

30 金 × 年末の休日　

31 金 × 年末の休日　

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 10月 31日（月）、今年も日本文化講演会講師の

古屋良一氏をお迎えし、各学年で特別道徳の授業を

行いました。「発想の転換」「人との関わり」「『命』

の大切さ」と題し、各学年にあった内容をお話しし

ていただきました。「ピンチはチャンスの最上級」「あ

たりまえのことは奇跡」「人生は常に ING」「死ぬ勇

気をもってはいけない」「向かい風、後ろを向けば追

い風に」「悩んだときは一歩前進」などなど、子ども

達の感想には、心に響いた言葉がたくさん書かれて

いました。ご自身の経験や全国各地で実際にお会い

してきた方々からうかがったお話を、ユーモアを交

えてわかりやすく伝えて下さいました。悩んでいる

時間はもったいない！小さくてもいい。一歩前進！ 

 

 

 

 10/26（水）の放課後に、地域のごみ拾いを実

施しました。7月にみんなできれいにしたはずの場

所ですが、この日もたくさんのごみが落ちていて

とても残念な気持ちになりました。地域を一生懸

命にきれいにしている子ども達の姿を見て、一人

でもポイ捨てを思いとどまってくれる人がいたら

いいな…と思いながら活動の様子をカメラに収め

ました。苫小牧市は「053（ゼロゴミ）シティ」を

目指しています。なんと 053 の歌まであるので

す！勇払がいち早く053の街になるといいですね 

 令和５年度の新入生から、勇払中学校の制服が一

部変更となります。今までの女子夏服は、角ベストが

かなりの重ね着となり暑い、という意見が多く聞こ

えていました。これを解消するため、男女共に夏服に

ポロシャツを導入します。在校生も希望があれば、購

入して着用することができます。新入 

生は、ワイシャツやブラウス（角ベス 

ト）の代わりにポロシャツを購入する 

ことになります。また、女子の冬服セ 

ーラーのリボンをワンタッチ型としま 

す。従来型のセーラーでも、スナップ 

の受けを縫いつけることで、新しいリ 

ボンを装着することができます。 

  

＜C：スクールカウンセラー近森先生、H：心の教室相談員本庄さん＞ 

。 

 

 


